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ド
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政
裁
判
権
レ
ベ

ル
で
の
統
治
行
為
論
(
一
)

牧

野

申
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次

同
H
H
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一
節
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題
意
識
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節
統
治
行
為
論
に
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る
用
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一
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制
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け
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裁
判
所
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と
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裁
判
上
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訴
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に
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項
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と
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
包
括
的
権
限
(
以
上
本
号
)
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研究ノート

序

章

問

第
一
節

題

意

識

行
政
訴
訟
事
項
の
列
記
主
義
が
支
配
し
て
い
た
旧
日
本
帝
国
憲
法
の
下
で
は

実
質
的
な
重
要
性
を
持
た
ず
主
と
し
て
理
論
的
関
心
か
ら
諸
外
国
の
理
論
が
研

究
・
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
統
治
行
為
論
は
、
日
本
国

憲
法
の
施
行
に
伴
う
概
括
主
義
の
採
用
に
よ
り
、
こ
の
理
論
の
可
否
を
め
ぐ
っ

て
憲
法
学
上
の
一
大
争
点
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

裁
判
上
こ
の
問
題
が
初
め
て
現
わ
れ
た
の
は
苫
米
地
事
件
に
於
い
て
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
こ
の
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
学
界
で
も
本
格
的

に
論
じ
ら
れ
始
め
、
一
九
五
五
年
の
公
法
学
会
で
は
、
そ
の
一
テ
l
マ
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
時
期
の
研
究
に
は
統
治
行
為
論
を
肯
定
す

る
も
の
が
多
い
が
、
そ
こ
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
こ
で
肯
定
さ
れ
た
統

治
行
為
論
が
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
等
の
諸
外
国
の
理
論
の
比
較
法

的
研
究
に
基
づ
き
そ
の
直
接
の
導
入
の
下
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
当
時
の
研
究
は
、
こ
れ
ら
諸
外
国
の
学
説
・
判
例
を
そ
の
国
の

法
制
度
全
体
の
中
で
理
解
し
た
上
で
ー
そ
の
際
、
と
り
わ
け
、
こ
れ
ら
の
国
の

法
制
度
と
我
が
国
の
法
制
度
の
類
似
及
び
相
違
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
が

l
こ
れ
ら
の
閣
の
統
治
行
為
論
の
我
が
国
で
の
採
用
の
可
否
を

考
え
る
と
い
う
点
に
於
い
て
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か

も
、
こ
れ
ら
諸
外
国
に
於
け
る
統
治
行
為
論
は
、
そ
の
後
、
発
展
・
変
遷
を

み
て
い
る
o

北法34(3-4・178)634

ア
メ
リ
カ
や
フ
ラ
ン
ス
の
こ
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
で
も
い
く
つ
か

の
新
し
い
研
究
が
あ
り
、
こ
の
発
展
・
変
遷
に
対
応
し
た
こ
れ
ら
諮
問
の
こ
の

問
題
の
現
況
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
問
題
に
関

〈

5
〉

す
る
包
括
的
研
究
は
、
そ
の
後
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
比
較
法

的
研
究
が
我
が
国
の
こ
の
問
題
の
考
察
に
と
っ
て
現
在
で
も
そ
の
有
用
性
を
保

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
後
の
こ
の
理
論
の
帰
趨
を
含
め
て
西
ド
イ
ツ
の
統

治
行
為
論
に
つ
い
て
こ
こ
で
論
ず
る
こ
と
は
な
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
考

え
る
。西
ド
イ
ツ
の
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
我
が
国
に
於
け
る
研
究

を
み
て
み
る
に
、
初
期
に
於
い
て
は
、
西
ド
イ
ツ
で
は
統
治
行
為
論
は
学
説
に

於
い
て
は
通
説
で
あ
る
が
判
例
は
ま
だ
存
在
し
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
西
ド
イ
ツ
に
於
け
る
統
治
行
為
論
は
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
の
主
張
で

あ
る
こ
と
、
し
か
し
、
「
実
際
上
の
判
例
は
あ
ま
り
(
傍
点
筆
者
)
な
い
」
こ

と
、
憲
法
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
は
統
治
行
為
論
は
否
定
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
初
期
以
降
の
研
究
は
、

た
こ
れ
ま
で
の
研
究
全
般
に
つ
い
て
見
て
も
、
な
ぜ
西
ド
イ
ツ
で
は
統
治
行
為

論
が
行
政
裁
判
権
と
憲
法
裁
判
権
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
論
じ
る
こ
と
が

し
か
し
、

包
括
的
な
も
の
で
は
な
く
、

寺。



で
き
ま
た
論
じ
ら
れ
た
の
か
、
行
政
裁
判
権
の

ν
ベ
ル
で
の
み
統
治
行
為
論
を

認
め
る
と
す
れ
ば
そ
の
実
益
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
の
理
由
づ
け
は
ど

の
よ
う
に
な
さ
れ
る
の
か
、
い
く
つ
か
あ
る
と
さ
れ
る
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
で

の
判
例
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
な
ど
、
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
疑
問

は
少
く
な
川
町
ま
さ
に
こ
れ
ら
の
疑
問
を
解
明
す
る
こ
と
が
、
本
稿
の
課
題
な

の
で
あ
る
。

西ドイツに於ける行政裁判権レペノレて司の統治行為 (1)

H

司
法
審
査
に
服
さ
な
い
統
治
行
為
“
の
主
張
は
、
特
定
の
国
家
行
為
が
す

べ
て
の
裁
判
所
の
審
査
権
か
ら
除
外
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
目

的
を
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
西
ド
イ
ツ
に
於
け
る
統
治
行
為

論
に
関
す
る
本
稿
の
考
察
も
、
本
来
、
憲
法
裁
判
権
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
及
ぶ
べ

き
も
の
で
あ
る
が
、
準
備
の
都
合
上
、
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
に
限
定
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
残
余
の
検
討
は
、
他
日
を
期
し
た
い
。

(
1
)

ド
イ
ツ
に
於
け
る
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
の
こ
の
時
期
の
研
究
と
し
て

は
、
杉
村
憲
一
二
郎
「
行
政
に
於
け
る
政
治
行
為
」
法
学
協
会
雑
誌
六
二
巻

入
号
(
一
九
四
四
年
)
一
頁
以
下
が
あ
る
。

(
2
)

と
は
い
え
、
統
治
行
為
論
は
、
本
文
で
述
べ
た
如
く
、
行
政
訴
訟
の
訴

訟
事
項
の
概
括
主
義
の
採
用
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
問
題
で
あ
っ
た
の

で
、
初
め
は
主
と
し
て
行
政
法
学
の
関
心
を
引
い
た
(
外
閲
覧
「
『
統
治
行

為
』
に
つ
い
て
」
公
法
研
究
四
一
号
(
(
一
九
七
九
年
)
)
一
九
三
頁
)
。

(
3
)

そ
の
前
年
の
公
法
学
会
に
於
い
て
も
、
憲
法
裁
判
の
限
界
の
問
題
に
関

速
し
て
統
治
行
為
あ
る
い
は
政
治
問
題
の
理
論
に
言
及
さ
れ
た
。
西
ド
イ

ツ
に
つ
い
て
は
、
川
添
利
孝
「
憲
法
裁
判
の
限
界
」
公
法
研
究
三
一

rJ

こ
九
五
五
年
)
四
一
頁
以
下
参
照
。
た
だ
し
、
こ
の
研
究
は
、
憲
法
裁
判

権
の
限
界
と
の
関
連
で
統
治
行
為
論
に
も
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

(
4〉
公
法
研
究
一
三
号
所
収
の
諸
論
文
参
照
。
即
ち
、
入
江
俊
郎
「
統
治
行

為
」
(
同
号
七
五
頁
以
下
)
、
山
田
準
次
郎
「
統
治
行
為
に
つ
い
て
」
(
一

O

入
頁
以
下
)
、
金
子
宏
「
独
逸
に
お
け
る
統
治
行
為
論
の
動
向
」
〈
一
八
四

頁
以
下
)
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
論
文
に
相
前
後
し
て
発
表
さ
れ
た
、
西
ド

イ
ツ
の
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
の
叙
述
を
含
む
論
文
と
し
て
は
次
の
も
の

が
あ
る
。
山
田
準
次
郎
「
民
主
主
義
諸
国
に
お
け
る
統
治
行
為
」
法
律
論

議
二
七
巻
五
・
六
号
ご
九
五
四
年
)
一
一
良
以
下
、
綾
川
一
郎
「
統
治
行

為
論
」
付
国
家
学
会
雑
誌
六
人
巻
三
・
四
号
(
一
九
五
四
年
)
一
一
一

O
頁
以

下
、
同
六
人
巻
九
・
一

O
号
二
良
以
下
、
臼
七

O
巻
一
二
一
号
(
一
九
五

六
年
)
四
入
頁
以
下
、
金
子
宏
「
統
治
行
為
の
研
究
」
付
国
家
学
会
雑
誌

七
一
巻
八
号
(
一
九
五
七
年
)
一
一
良
以
下
、
∞
七
一
巻
一
一
号
一
頁
以
下
、

臼
七
二
巻
二
号
(
一
九
五
八
年
〉
一
頁
以
下
、
倒
七
二
巻
九
号
一
頁
以
下
。

(
5
)

西
ド
イ
ツ
の
統
治
行
為
論
に
言
及
し
て
い
る
比
較
的
新
し
い
論
文
と
し

て
は
、
覚
道
建
治
「
統
治
行
為
論
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
ム
ハ
一
二
人
号
(
一
九
七
七

年
)
一
七
二
頁
以
下
、
奥
平
康
弘
「
『
統
治
行
為
』
理
論
の
批
判
的
考
察
」

法
律
時
報
四
五
巻
八
月
臨
時
増
刊
(
一
九
七
三
年
)
五
八
頁
以
下
、
山
内

敏
弘
「
自
衛
隊
裁
判
と
『
統
治
行
為
』
論
」
な
ど
が
あ
る
。

(
6
)

特
に
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
は
、
奥
平
康
弘
「
長
沼
判
決
と
統
治
行
為

論
」
法
律
時
報
四
五
巻
一
四
号
ご
九
七
三
年
)
六
六
頁
が
指
摘
す
る
よ

北法34(3-4・179)635
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う
に
、
外
国
で
の
こ
の
理
論
の
存
在
を
我
が
国
の
統
治
行
為
論
肯
定
説
が

そ
の
根
拠
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
中
で
西
ド
イ
ツ
に
於
け
る
こ
の
理

論
の
存
在
と
い
う
「
事
実
」
も
一
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

か
ら
し
て
も
、
実
際
に
西
ド
イ
ツ
で
も
統
治
行
為
論
が
存
在
す
る
の
か
ど

う
か
は
、
少
な
く
と
も
事
実
認
識
と
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

(
7
)

統
治
行
為
論
を
肯
定
す
る
当
時
の
我
が
国
の
比
較
法
的
研
究
は
、
軌
を

-
に
し
て
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
入
江
前
掲
番
人
二
頁
、
山
回

「
統
治
行
為
に
つ
い
て
」
一
一
六
頁
及
び
一
二
四
頁
、
金
子
「
独
逸
に
お

け
る
統
治
行
為
論
の
動
向
」
一
八
人
頁
以
下
、
及
び
同
「
統
治
行
為
の
研

究
」

ω一
二
頁
以
下
参
照
。
西
ド
イ
ツ
で
統
治
行
為
論
肯
定
説
が
通
説
の

地
位
を
占
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
当
時
の
肯
定
説

の
数
、
そ
の
論
調
の
高
さ
、
そ
れ
を
主
張
し
た
論
者
の
著
名
さ
な
ど
か
ら

し
て
も
、
我
が
国
の
当
時
の
研
究
者
が
肯
定
説
を
西
ド
イ
ツ
の
通
説
と
考

え
た
こ
と
に
は
無
理
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
詳
し
く
は
後

述
。
他
方
、
雄
川
付
五
二
頁
は
、
「
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
学
説
は
今
な
お

殆
ど
混
沌
の
状
態
に
あ
る
」
と
し
て
慎
重
に
評
価
を
留
保
し
て
い
る
。

(
8
)

と
は
い
え
、
西
ド
イ
ツ
の
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
の
初
期
の
研
究
に
於

い
て
、
憲
法
裁
判
権
の
レ
ベ
ル
で
の
こ
の
主
援
と
行
政
裁
判
権
の
レ
ベ
ル

で
の
そ
れ
が
全
く
区
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た

と
え
ば
山
田
教
授
は
、
西
ド
イ
ツ
に
於
け
る
諸
説
を
紹
介
す
る
箇
所
で

は
、
そ
れ
が
ど
の

ν
ベ
ル
で
の
主
張
な
の
か
を
確
か
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。
し
か
し
彼
は
、
こ
れ
ら
各
説
を
検
討
す
る
擦
に
こ
れ
ら
の
説
を
、
西

ド
イ
ツ
で
統
治
行
為
論
が
存
在
す
る
か
否
か
一
般
の
問
題
の
判
断
材
料
と

し
て
取
り
扱
い
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
憲
法
裁
判
権
と
行
政
裁
判
権
と
の

制
度
上
の
差
異
や
そ
こ
で
適
用
さ
れ
る
法
理
の
相
兵
を
看
過
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
他
方
、
雄
川
教
授
は
明
示
的
に
叙
述
を
「
行
政
裁
判
に
関
す
る

学
説
」
(
雄
川
ハ
円
五
二
頁
)
に
限
定
し
て
い
る
し
、
金
子
教
授
も
ベ
ポ
γ
憲

法
下
に
お
け
る
統
治
行
為
論
は
、
こ
の
第
一
九
条
四
項
の
一
つ
の
解
釈
問

題
と
し
て
出
発
す
る
」
(
金
子
「
独
逸
に
お
け
る
統
治
行
為
論
の
動
向
」
一

八
四
頁
)
と
指
摘
し
て
い
る
。

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
時
期
の
我
が
国
に
於
け
る
西
ド
イ
ツ
の
統
治
行

為
論
の
紹
介
が
主
と
し
て
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
の
そ
れ
に
限
定
さ
れ
た

の
は
、
西
ド
イ
ツ
自
体
で
こ
の
問
題
が
蕊
本
法
一
九
条
四
項
の
行
政
裁
判

上
の
概
括
条
項
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

こ
れ
を
紹
介
し
た
我
が
国
の
統
治
行
為
論
肯
定
論
者
が
、
伝
統
的
な
司
法

権
と
し
て
行
動
す
る
行
政
裁
判
権
(
も
ち
ろ
ん
、
途
窓
判
断
を
自
ら
す
る

こ
と
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
の
我
が
国
の
裁
判
権
と
の
相
呉
は
、
こ
こ

で
は
捨
象
さ
れ
て
い
る
)
が
、
同
様
に
司
法
権
と
し
て
行
動
す
る
我
が
国

の
裁
判
権
と
対
応
関
係
に
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
西
ド
イ
ツ
の
行
政

裁
判
権
レ
ベ
ル
で
の
議
論
が
日
本
の
議
論
と
比
較
可
能
な
の
だ
、
と
考
え

た
か
ら
な
の
で
あ
ろ
う
(
金
子
「
統
治
行
為
の
研
究
」
白
一
三
頁
以
下
は

こ
の
こ
と
を
明
畳
一
目
す
る
)
。
し
か
し
、
我
が
国
に
於
い
て
は
、
統
治
行
為
論

を
肯
定
す
る
立
場
に
よ
れ
ば
、
あ
る
国
家
行
為
が
統
治
行
為
と
さ
れ
る
場

合
そ
の
行
為
は
い
か
な
る
裁
判
所
の
司
法
審
査
を
も
受
け
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
た
と
え
あ
る
国
家
行
為
が

統
治
行
為
で
あ
る
故
に
行
政
裁
判
所
の
審
査
に
服
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
と
仮
定
し
て
も
、
憲
法
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
も
統
治
行
為
論
が

北法34(3-4・180)636



西ドイツに於ける行政裁判権レベルでの統治行為 (1)

肯
定
さ
れ
な
い
限
り
そ
れ
と
同
じ
行
為
に
関
す
る
訴
え
が
基
本
法
(
具
体

的
か
つ
詳
細
に
は
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
)
に
規
定
さ
れ
た
訴
訟
類
型
の
訴

訟
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
は
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
審
査

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

(

9

)

覚
道
前
掲
書
一
七
回
頁
。

(
日
)
覚
道
前
掲
書
一
七
四
頁
の
他
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
。
・

宮
門
広
戸
内
吋
(
村
上
淳
一
訳
)
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
憲
法
裁
判
権
」

法
曹
時
報
二
一
巻
三
号
(
一
九
七

O
年
)
一
二
頁
以
下
、
野
中
俊
彦
「
憲
法

裁
判
」
公
法
研
究
三
入
号
(
一
九
七
六
年
)
一
五
五
頁
以
下
、
阿
部
照
哉

「
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
に
お
け
る
司
法
の
自
己
抑
制
に
つ
い
て
」
法
学
論

策
一
一

O
巻
四
・
五
・
六
号
こ
九
入
二
年
)
六
一
頁
以
下
。

(
U
)

ま
た
、
以
下
で
叙
述
す
る
よ
う
に
、
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
の
統
治
行

為
論
は
現
在
で
は
も
は
や
通
説
・
判
例
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
、
西
ド
イ
ツ
に
於
け
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
理
解

は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

統
治
行
為
論
に
か
か
わ
る
用
語
の
問
題

西
ド
イ
ツ
に
於
け
る
統
治
行
為
論
に
つ
い
て
叙
述
す
る
前
に
、
こ
こ
で
そ
れ

に
関
す
る
用
語
に
簡
単
に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
日
本
語

で
い
う
「
統
治
行
為
」
に
は
必
ず
し
も

Fw包
m
Eロ
岡
田
島
芯
と
い
う
ド
イ

ツ
新
一
か
対
応
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。

西
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
も
そ
も
、
理
論
的
に
、
〈
O
Z
N
-
m
y
E
ロ
ぬ
(
執
行
)
の
中
で

政~

ー
と ffiO
主主 旨
ん必
で
あと
るし
いて
は特
そ存

2霊
につ
ま刃 H" 

35忌
るれ
こる
と活
が動

Eを
る 5
U) ト吟

かさ
ど rt
う 5
かす m
f、
ま行

た
そ
れ
に
対
応
し
て
、
河
町
間
一
片
品

E
ロ
m
g
r
g
と
〈
四
円
耳
包

Z
ロ
m
g
r
g
と
の

(
3
)
 

区
別
が
可
能
な
の
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
統
治
行

為
論
を
主
張
す
る
立
場
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
を
区
別
す
る
こ
と
か
ら

出
発
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
ド
イ
ツ
法
に
い
う

mmm一昨刊
E
ロ
岡
田
国
宮
町
と

は
、
そ
の
区
別
を
前
提
と
し
て
、
(
大
ま
か
に
一
言
え
ば
〉
執
行
(
権
)
の
行
為
の

う
ち
で
国
の
最
高
機
関
に
よ
る
国
家
統
治
に
か
か
わ
る
行
為
を
意
味
す
る
も
の

と
し
て
使
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
典
型
的
な
形
で
は
、
組
織
と
し
て
の
周
目
的
芯
・

2
ロ
閃
(
即
ち
、
政
府
)
の
そ
の
よ
う
な
行
為
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
間
話
一
芯
・

E
D同曲目
r
g
に
は
「
統
治
行
為
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
法
で
い
う
司

ozzn巳
A
口
町
田
昨
日
。
ロ
や
フ
ラ
ン
ス

法
で
い
う
白
♀

2
品
開

m
o
c
S門口
g
d
m
E、
そ
し
て
我
が
国
で
の
「
統
治
行

為
」
が
そ
れ
自
体
と
し
て
既
に
「
司
法
審
査
に
服
さ
な
い
」
行
為
の
こ
と
を
一
示

す
の
に
対
し
て
、
西
ド
イ
ツ
に
於
い
て

HNmw阿
佐

E
ロ
m
g
r
z
と
は
そ
の
言
葉

自
体
と
し
て
は
単
に
、
〈

2
肴曲目

E
ロ
岡
田
島

Z
と
区
別
さ
れ
る
特
別
な
性
質

を
持
つ
、
河
内
w

問
芯

E
ロ
m
の
行
為
を
さ
す
の
で
あ
る
(
こ
の
言
葉
そ
の
も
の
の

北法34(3-4・181)637

意
味
と
い
う
点
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
〉

2
2
己
申
問
。
ロ
〈

m
E開
B
m
E
の
場

合
に
も
同
じ
こ
と
で
は
あ
る
が
J
。
も
ち
ろ
ん
、
「
司
法
審
査
に
服
さ
な
い
」
と

HNmm-m同
ロ
ロ
岡
田
国
rHmw
の

い
う
こ
と
は
統
治
行
為
論
肯
定
論
者
に
と
っ
て
は
、



研究ノート

本
質
的
属
性
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

「
m
m岡
山
由
円
ロ
ロ
畑
町
回
同
伊
丹
刊
と
ぐ

R
毛
色

E
ロ関目白

W
Z
の
区
別
が
そ
れ
自
体
と
し
て

し
か
し
、

は
ま
だ
必
然
的
に
は
河
内
wm-mEロ
官
品
芯
か
ら
裁
判
所
の
審
査
を
免
除
す
る

こ
と
に
は
導
か
な
ロ
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、
我
が
国
で
の
「
統

治
行
為
」
に
あ
た
る
言
葉
と
し
て
、
「
裁
判
所
の
審
査
に
服
さ
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
明
確
に
表
わ
す
た
め
に
、
宮
丘
町
内
司
自
由
伺
(
あ
る
い
は
吉
田
昨
日

N
Z
g、
ま

た
あ
る
い
は

mo
ユny宮内円四回目
(
(
l
E
回
目
)
)
〉
同
州
市
岡
円
四
円
ロ
ロ
何
回
包
注
目
(
国

oy冊目件曲目

白
宵
芯
)
が
使
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
否
定
的
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
込
め
て
、
こ
れ
を
主
張
す
る
学
説
あ
る
い
は
理
論
が
門
出
町
吋
v
g
ユm

品
目
門
田

om-
古田昨日

N吟
巳

g
m
m
m
-
m門戸ロ
m帥
(
出
。
宮
山
仲
間
i
)

目
r
g
と
呼
ば
れ

た
り
、
ま
た
こ
の
理
論
の
主
張
す
る
そ
の
よ
う
な
行
為
が

e
m
g問
・
問
巾
間
苧

E
ロ
m
g
w
g
あ
る
い
は
カ
ッ
コ
付
き
で
玄
関
白
山
口
宮
田
内

2
5
図。
z
x
g
Z叩乏

な
ど
と
呼
ば
れ
た
り
す
る
。
我
が
国
で
は
「
統
治
行
為
」
は
学
説
上
一
般
に
、

「
法
律
上
の
争
訟
で
あ
っ
て
本
来
裁
判
所
の
審
査
に
服
す
行
為
で
あ
り
な
が
ら

も
そ
の
高
度
の
政
治
性
の
放
に
裁
判
所
の
審
査
か
ら
除
か
れ
る
国
家
行
為
」

と
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
西
ド
イ
ツ
の

m
R
W宮
田
町
忠
広

岡山叩岡山由】守口ロ

m
g
w
g
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
こ
の
用
語
が
、
我
が
国
に

於
け
る
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
は
な
く
(
特
に
、
統

治
行
為
論
を
否
定
す
る
現
在
の
西
ド
イ
ツ
の
理
論
状
況
を
反
映
し
て
統
治
行
為

論
否
定
説
に
よ
っ
て
)
執
行
・
立
法
権
の
裁
量
権
の
範
囲
内
に
あ
る
行
為
で
あ
る

と
か
基
本
法
一
九
条
四
項
の
要
件
を
そ
も
そ
も
満
た
さ
な
い
と
か
い
う
理
由
に

よ
っ
て
結
果
と
し
て
裁
判
所
の
審
査
に
版
さ
な
い
行
為
が
そ
の
よ
う
に
呼
ば
れ

る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
用
語
が
ド
イ
ツ
の
文
献

に
現
わ
れ
て
く
る
場
合
、
前
後
の
脈
絡
か
ら
そ
の
意
味
が
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
以
上
の
理
由
で
本
稿
で
は
、
河
内
悩
ぽ

E
ロ
m
g
r
z
に
は
「
統
治

行
為
」
、
ま
た
吉
田
昨
日

N
(
m
R
r
y
g・
)
吟
巳
叩
河
晶
一
仲
間

E
ロ
向
田
(
図
。
}Hag-〉
田
宮
町

北法34(3-4・182)638

に
は
「
司
法
(
裁
判
所
〉
の
審
査
に
版
さ
な
い
統
治
会
両
権
)
行
為
」
、
そ
し
て

ま
た
島
田
叶
宮
町
。
門
広
仏
巾
円
曲
。
m
-
m
mコ
口
伊
丹
白
骨
巳
巾
ロ
河
巾
担
問
吋
ロ
ロ
間
的
白

W
Z
に

は
「
統
治
行
為
論
」
の
語
を
そ
れ
ぞ
れ
あ
て
る
こ
と
と
す
む
}

(
1
)

こ
の
ド
イ
ツ
語
は
、
も
と
も
と
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
コ
田
口
同
町
田
品
目
問
。
巴
〈
21E

ロ
m
B
mロ
ペ
‘
の
訳
語
で
あ
る
(
司
・

ωnvogσ
ロ円相
p
u
m
H
-
3
m巾同
1K伊丹曲目

片
町
炉
開
因
。
V
巳
Z
白
E
E
向日
2.
由巳

mwd司間同・
zm巾
ロ
。
巾
者
同
ロ
ロ
ロ
仲
四
円

ず

mmwOロ仏
mH-m同
・
回
巾
同
-cnwmユロ伊丹
F
M

山
口
口
問
。
冊
目
〈
叩
同
」
弔
問
}
E口問国吋何
nHH仲田・

曲A
H
}

戸口同
N
叩
胆
ロ
ロ
色
品
目
円

ω同M
H

回一け回一日白内門戸同ロ

m
-
U
-曲
目
伺
叫
仲
間
凶
片
山
。
ロ
田
口
島
町
吋

CE4mw吋
包
仲
卸
昨
の

0
2
u
m
m
H
f
E吋
ω、
ω・
ω印
・
)
。
こ
の
こ
と
に
も
表
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
の
統
治
行
為
論
は
、
外
国
の
統
治
行
為
論
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
の
強
い
影
響
の
下
に
成
立
し
主
張
さ
れ
た
。
従
っ
て
、

統
治
行
為
論
を
肯
定
す
る
各
説
の
立
論
に
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
統
治
行
為
論

と
の
一
定
の
一
致
が
見
ら
れ
る
。
詳
し
く
は
第
一
章
以
下
に
引
用
す
る
ド

イ
ツ
の
文
献
参
照
。

(
2
)

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
。
・
回
同
nyo剛・

0
お
ぐ
刊
『
唱
曲
目
・
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Z
D阿国側四円円円『
HEn-困
問
問

ZmH白
血
丘
〈
。
門
口
同

y
g冊
目
宮

2

〉
B
Z
-

r
s
a
zロ
m・
N.
〉
丘

-
-
w
g
g・
ω・
N印
・
参
照
。
こ
の
二
つ
を
区
別
す
る
こ

と
は
、
現
在
で
は
広
範
に
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
穴
・

同
町
曲
目
P
。
吋
ロ
ロ
己

NpmH叩
色
巾
帥
〈

2
・町山田

mwE口開田
H-mnvZ
色
町
円
切
ロ
ロ
色
町
中

お
宮
σ
-
-
r
U
2窓
口

E
S
P
ロ
・
〉
丘

-
-
-
E
S
.
ω
・日

8
F
d司
D
E
¥

HW同
nyoF
〈
句
者
同
戸

Z
ロ開凹

Z
n
y片
岡
・
申
・
〉
区
内
戸

--HC4AYω
・40時
間
・
参

照。

HMN叩
相
刷
-
間
同
ロ
ロ
聞
と
は
、
指
導
統
率

(
E
F
Bロ
)
し
舵
を
と
る

(zx-

mロ
)
活
動
で
あ
り
ま
た
全
体
に
関
す
る
活
動
で
あ
る
の
に
対
し
〈
巾
吋
耳
目
-
‘

宮
口
ぬ
と
は
自
ら
執
行
に
及
び
(
同

5
E
F
Z
S
派
生
的
で
そ
れ
に
対
応

し
て
他
律
的
な
活
動
で
あ
る
“
と
す
る
巧
0
5
(
4
2
-
R
¥
回国

nFぇ
・
国

-
P

。・・

ω・
叶
由
民
・
)
の
見
解
を
、

ω円
四
吋
ロ
は
通
説
と
見
倣
し
て
よ
い
と
指
摘

す
る
。
同
・

ω広
司

H
r
u白
mwω
件目白仲田円

mnv門
会

wH1
回
ロ
ロ
門
目
白
血
吋

OHEE--向

。

2
窓
口
三
回
ロ
品
目

F
g∞0
・
ω・
2
∞
・
ま
た
、
基
本
法
自
体
も
、
そ
の
二

O
条

二
項
が
立
法
・
執
行
(
〈
。
ロ

N
5
F目
ロ
円
四
冊
。
目
当
色
丹
)
・
裁
判
と
規
定
し
て

い
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、

HN昂
m
-
m
2
5
m
と

〈

2
・
建
国
ロ
ロ
ロ

m
を
〈
。
-
-
-

NFmV叩
ロ
仏
巾
の

m毛
色
丹
の
一
部
と
見
倣
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
つ

て
は
、
-
条
一
ニ
項
が
「
基
本
権
は
、
直
接
に
適
用
さ
れ
る
法
と
し
て
、
立

法
、
行
政
(
〈
由
吋
毛
色

E
ロ
m)、
裁
判
を
拘
束
す
る
」
と
規
定
し
て
い
た
こ

と
か
ら
基
本
法
の
中
の
諸
規
定
の
矛
盾
が
指
摘
さ
れ
た
(
出
血

nyoF
白・目・

。・・

ω
-
N日
・
は
そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
)
が
、
後
に
こ
の
規
定
の
一
九
五

、

、

、

、

、

六
年
の
改
正
で
行
政
の
代
わ
り
に
執
行
権
と
い
う
言
葉
が
置
き
か
え
ら
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
矛
盾
は
立
法
的
に
解
決
さ
れ
た
。

(
3
)

河
巾
同

Fm同-Z
ロ何回相

w
r
z
と
〈
四
円
毛
色
苫
ロ
岡
田
白

r
g
と
を
区
別
す
る
こ
と

は
、
ド
イ
ツ
で
も
歴
史
的
に
は
前
者
を
裁
判
所
の
審
査
か
ら
除
く
と
い
う

意
図
を
背
景
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
り
で
そ
の
二

つ
の
も
の
を
区
別
す
る
意
味
を
認
め
な
い
の
は
、
た
と
え
ば
切
回

nyop
由・

同
・
。
・
・

ω
'
N印
同
・
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て

ω
g円
P
目
・
同
・
。
・
・

ω・
8
印
・
は
、
「
と
に
か
く
も
、
裁
判
所
の
審
査
か
ら
除
か
れ
る
統
治
行
為

と
い
う
観
念
も
ま
た
、
河
0
同
一
四
円
ロ
ロ
ぬ
と
い
う
独
自
の
領
域
が
存
在
す
る

乙
と
を
明
ら
か
に
し
た
」
と
し
て
、
こ
の
区
別
そ
れ
自
体
の
意
義
は
こ
れ

を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。

(
4
)
ω
芯
円

P
白
・
白
・
。
・
・

ω
・由
U
H
・

(5)
∞
史

HF。
戸
田
・
凹
・

0
・
wω-N♂
司

Z
-
N
N・

(
6
)

統
治
行
為
論
肯
定
論
者
が
司
法
審
査
に
服
さ
な
い
河
町
目
立

2
5
M
m
g
r芯

で
あ
る
と
す
る
行
為
は
単
に
組
織
的
な
意
味
で
の
河
町
M
1
0
門
ロ
ロ
ぬ
(
政
府
〉

の
行
為
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
は
議
会
内
の
決
定
な
ど
の
他
の
高
権

行
為
に
ま
で
拡
張
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
よ
り
明
確
に
表
現
す

る
た
め
に
、
問
刊
聞
広
吋
ロ
ロ

m
g
r
g
に
代
わ
っ
て
出
0
7
刊伊丹

g
r
g
の
語
も

使
わ
れ
る
(
口
口
岡
山

m-
忌
¥
む
¥
国
¥
ω
"

〉
ユ

-
E
H〈
・
岡
山
色
ロ
円
-
N
品・)。

(
7〉
た
と
え
ば
君
。
-
R
¥回
同
与
え
・
白
・
同
・

0
・・

ω-ua・
2
R
P
白・白・

0
・・

ω・
m
m
v
M
・

(
8
)

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
ド
イ
ツ
語
自
体
は
単
に
「
裁
判
所
の
審
査
に
服
さ
な

い

HNm岡
山
由
円
ロ
ロ
ぬ
の
行
為
」
し
か
意
味
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、

こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
行
為
が
「
法
律
上
の
争
訟
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
裁
判
所
の
審
査
に
服
さ
な
い
の
か
」
あ
る
い
は
「
法
律
上
の

争
訟
に
は
そ
も
そ
も
該
当
し
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
は
、
各
論
者
の
こ

の
用
語
の
定
義
如
何
に
よ
る
の
で
あ
る
。

(
9
〉
い
ず
れ
に
し
ろ
統
治
行
為
論
に
関
す
る
用
語
法
は
こ
の
よ
う
に
各
論
者

北法34(3-4・183)639
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の
定
義
如
何
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
理
論
に
関
す
る
学
説

全
体
の
展
開
に
よ
っ
て
も
変
化
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
そ
の
す
べ
て
を

包
括
す
る
税
明
を
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
は
、
次
章
以

下
を
参
照
。

第
三
節

基
本
法
制
定
以
前
の
時
期
に
於
け
る
裁
判
所
の
権
限
と

統
治
行
為
論

一
九
一
入
年
以
前
の
ド
イ
ツ
の
学
説
・
判
例
に
は
、
統
治
行
為
論
は
存
在
し

な
い
。
統
治
行
為
論
の
問
題
は
、
公
権
力
に
よ
る
行
為
に
対
す
る
訴
え
を
一
般

的
に
認
め
る
法
制
度
の
下
で
初
め
て
生
ず
る
問
題
で
あ
り
、
従
っ
て
、
裁
判
所

に
一
般
的
な
司
法
審
査
権
が
認
め
ら
れ
て
い
ず
、
ま
た
、
憲
法
訴
訟
を
取
り
扱

う
特
別
な
裁
判
権
も
存
在
し
な
か
っ
た
当
時
の
法
制
度
の
下
に
は
、
統
治
行
為

論
が
問
題
と
な
ら
な
か
っ
た
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

ワ
イ
マ
i
ル
期
に
入
っ
て
も
、
そ
の
こ
と
に
は
、
基
本
的
に
変
わ
り
が
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
で
は
、
行
政
裁
判
権
に
つ
い
て
は
、
訴
訟

事
項
の
列
挙
主
義
が
採
用
さ
れ
w

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
に
重
要
な
国

家
行
為
は
最
初
か
ら
行
政
裁
判
所
の
審
査
権
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

り
、
ま
た
、
憲
法
裁
判
権
に
つ
い
て
も
、
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
の
権
限
が
、
一

ラ
ン
ト
内
部
の
憲
法
上
の
争
訟
、
諸
ラ
ン
ト
間
及
び
ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
問
の
非

〔

3
〉

私
法
的
争
訟
、
ラ
イ
ヒ
の
大
統
領
・
首
相
・
大
臣
に
対
す
る
訴
追
な
ど
に
限
定

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
お
v

北法34(3-4・184)640

ワ
イ
マ
l
ル
期
に
於
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
、
国
家
の
統
治
上
の
行
為
を
審

査
す
る
裁
判
所
の
権
限
は
極
め
て
限
定
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
限
定
的
な
権
限

さ
え
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
成
立
後
に
は
、
法
律
に
よ
っ
て
次
々
に
奪
わ
れ
て
い

っ
た
。こ
れ
を
各
裁
判
権
ご
と
に
略
述
す
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
裁
判
管
轄
か
ら
み
て
政
治
的
な
国
家
行
為
を
審
査
す
る
可
能
性
を
最

も
多
く
持
っ
て
い
た
憲
法
裁
判
権
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ラ
イ
ヒ
の
立
法
に
よ
る

ラ
ン
ト
の
統
制
及
び
そ
の
権
限
剥
奪
に
よ
っ
て
、
ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト
の
聞
の
争

い
(
こ
の
争
い
に
つ
い
て
の
権
限
が
、
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
の
権
限
の
中
で

は
、
最
も
重
姿
な
も
の
で
あ
り
、
他
の
権
限
は
実
際
に
は
殆
ど
意
味
を
も
た
な

か
っ
た
)
が
生
ず
る
法
的
基
礎
が
な
く
な
っ
た
結
果
、
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所

は
、
そ
の
活
動
領
域
を
失
っ
た
。

行
政
裁
判
所
は
、
ヮ
イ
マ
l
ル
憲
法
下
で
も
、
そ
こ
に
於
け
る
出
訴
事
項
の

列
挙
主
義
の
放
に
最
初
か
ら
政
治
的
な
高
権
行
為
を
審
査
す
る
こ
と
が
稀
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
活
動
領
域
を
決
定
的
に
奪
う
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
勃
発
に
伴
つ
て
な
さ
れ
た
立
法
に
よ
る
行
政
裁
判
所
の
権
限
の
根
本
的

制
限
で
あ
柿
ケ
セ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
法
律
に
列
挙
さ
れ
て
い
た
出
訴

事
項
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
に
代
え
て
原
則
と
し
て
上
級
官
庁
の
み
に
訴
願
を
許



し
、
そ
の
(
畑
一
町
一
か
相
当
と
認
め
た
場
合
に
の
み
行
政
裁
判
所
へ
の
出
訴
が
許
さ

れ
る
と
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
政
治
的
に
重
要
な
国
家
行
為
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
審
査
権
が

最
初
か
ら
立
法
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
た
基
本
法
以
前
の
ド
イ
ツ
に
於
い
て

は
、
統
治
行
為
論
が
展
開
さ
れ
る
実
定
法
上
の
前
提
が
欠
け
て
お
り
、
従
っ

て
、
そ
れ
を
認
め
る
必
要
も
実
益
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

西ドイツに於ける行政裁判権レベルて・の統治行為 (1)

(
1
)

司・ーの
-

N
四日己
m
p
〈
白
門
岡
田
閉
山
田
口
口
問
印
m
m江
口
町
同
ロ
ロ
仏
〈

g
r四円円四円目見・

ロロ
7
2
〈巾

2
2
m
-

同恒三
-
m
-
H
N
H・

(
2
)

ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
一

O
七
条
に
よ
れ
ば
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従

っ
て
行
政
官
庁
の
命
令
(
〉
ロ
ミ
色
ロ
ロ
ロ
問
)
と
処
分
(
〈

2
2
mロ
ロ
悶
)
に

対
し
て
の
み
個
人
は
行
政
裁
判
所
に
出
訴
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
列
挙

主
義
の
故
に
、
高
権
行
為
に
対
す
る
行
政
裁
判
所
の
審
査
権
に
つ
い
て
実

際
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
公
務
員
の
違
法
な
職
務
義
務
違
反
に
対
す
る

国
家
賠
償
事
件
及
び
公
法
上
の
賠
償
に
関
す
る
事
件
だ
け
で
あ
っ
た
(
開
・

司
O
門田己
H
O
R
-
F叩}弓

σ口
口
宮
仏
師
団
一
〈
四
円
毛
色
丹
ロ
ロ
問
凹
円
四
円
}
呂
田
"
∞
・
〉
ミ
f

H由由ゲ

ω・
品
目
吋
一
回
・
司

-HH】田町
P

同vo--巴
W

ロロ己

HZ2-N-Hmvω
、円

ω・0
N

内
・
)
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
類
型
の
事
件
に
於
い
て
さ
え
、
出
訴
の

可
能
性
は
、
立
法
に
よ
っ
て
更
に
狭
め
ら
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一

O
年
五
月
一

O
日
の
ラ
イ
ヒ
官
吏
の
行
為
に
つ
い
て
の
ラ
イ
ヒ
の
賠
償
責

伝
に
関
す
る
法
律
五
条
二
項
は
、
外
交
に
従
事
す
る
官
吏
の
行
為
が
問
題

に
な
っ
て
お
り
ラ
イ
ヒ
首
相
の
公
式
の
宣
言
に
よ
っ
て
そ
の
行
為
が
政
治

的
あ
る
い
は
国
際
的
考
慮
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、
国
家
賠

償
に
関
す
る
諸
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
、
と
規
定
し
て
い
た
(
司

2
・回昨日
HOR-

出
・
同
-
。
・
・

ω・九
F

由叶・)。

(
3
)

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
一
九
条
。
し
か
も
、
同
条
ム
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
訴

え
は
、
補
完
的
に
、
即
ち
、
そ
の
争
訟
に
つ
い
て
他
の
裁
判
所
が
管
轄
権

を
持
っ
て
い
な
い
限
り
に
於
い
て
、
国
事
裁
判
所
へ
の
提
起
が
許
さ
れ

た。

(
4
)

ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
五
九
条
。

(
5
)

そ
の
他
に
、
特
定
の
政
治
犯
に
関
す
る
刑
事
事
件
に
つ
い
て
も
、
国
事

裁
判
所
は
権
限
を
持
っ
て
い
た
(
水
木
惣
太
郎
「
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
」
日

本
法
学
三

O
巻
一
号
(
(
一
九
六
四
年
)
)
四
四
頁
)
。

(
6
)

ワ
イ
マ

l
ル
時
代
末
期
に
国
事
裁
判
所
に
係
属
し
た
ラ
イ
ヒ
と
ラ
ン
ト

と
の
聞
の
機
関
争
訟
事
件
と
し
て
有
名
な
の
は
、
プ
ロ
イ
セ

γ
に
於
け
る

ラ
イ
ヒ
監
察
官
(
何
色
口
町
戸
田

-
8
5
5
g回
国
司
)
任
命
を
め
ぐ
る
プ
ロ
イ
セ
ゾ

と
ラ
イ
ヒ
の
争
訟
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
件
に
於
い
て
も
、
国
事
裁

判
所
は
、
そ
の
政
治
的
重
大
佐
を
理
由
と
し
て
訴
え
を
拒
む
こ
と
は
し
て

い
な
い
。
問
。
N

(
何ロ
4
5
n
y
g品ロロ
m
g
H
内
凶
開
国
同
巳
口
町
田
拘
伺
H1ky片
曲
目
ロ

N
守
口
田
恒
口
町
内
山
口
)
回
円
四
・

H
a
-
k
rロ
y
g
m
∞
-
H
R
こ
の
事
件
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
山
田
歳
「
ド
イ
ツ
近
代
憲
法
史
」
(
一
九
七
一
年
)
一
二
ハ
頁

参
照
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
時
期
に
於
い
て
、
い
か
な
る
裁
判
所
も
、

問
題
と
な
る
行
為
の
政
治
的
重
要
性
を
理
由
と
し
て
訴
を
却
下
し
た
こ
と

は
な
か
っ
た
(
金
子
第
二
論
文
同
二
頁
以
下
)
。

(
7
)

出・

ω
n
F口四日仏巾
H
J
O開門
-nF宮
内
吋
色
白
河
何
色
町
門
戸
回
口
問
印
m
H
E
m
-
S印
グ

ω
・H
0
.

(
8
)

こ
れ
ら
の
立
法
に
つ
い
て
は
、
山
田
前
掲
書
一
二
六
頁
以
下
参
照
。
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(
9
)
ω
n
y出向日仏
m
H
J

目・国・

0
・u
ω
-
H
(
}
叫

(
叩
)
開

σ円四・・

ω
-
H
H
同・

(
U
)
開
ぴ
門
戸
・

ω-HM-

(
ロ
)
こ
の
よ
う
に
、
国
事
裁
判
権
や
行
政
裁
判
権
に
と
っ
て
は
、
統
治
行
為

論
は
全
く
現
実
的
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
他
方
、
民

事
裁
判
所
に
だ
け
は
、
同
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
る
損
害
賠
償
訴
訟
の
審
査

の
際
に
、
前
提
問
題
と
し
て
政
治
的
に
重
要
な
国
家
行
為
を
審
査
す
る
機

会
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ω
n
y口
四
日
色
町
同
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
民
事
事
件
に
つ

い
て
の
最
高
裁
判
所
で
あ
る
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
は
、
「
高
度
に
政
治

的
な
行
為
は
、
そ
の
性
質
上
、
裁
判
所
の
直
接
間
接
の
審
査
か
ら
除
か
れ

て
い
る
」
と
い
う
理
論
を
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
る

(ω
ロ
『
口
市
広
巾
♂
回
・

白
・
。
-
-
ω
-
H
U
-
-

こ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
時
期
の
学
説
と
し
て
は
、
た

と
え
ば
、
ド
イ
ツ
に
於
け
る
統
治
行
為
に
つ
い
て
の
最
初
の
包
括
的
研
究

と
い
わ
れ
る
「
政
治
と
司
法
」
(
句
。
宮
符
己
ロ
仏
】
ロ
丘
町
LUω
ヴ
(
注
2
参

照
)
の
中
で
主
張
さ
れ
た
同
℃
回
開
ロ
の
主
張
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の

主
張
も
、
結
局
、
具
体
的
に
統
治
行
為
と
さ
れ
る
も
の
を
認
定
す
る
手
続

に
つ
い
て
の
立
法
論
的
提
案
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

8
8ロ

の
こ
の
認
定
論

(ρ
ロ即日

sraFOロ
丘
四
日
戸
吋
巾
)
に
つ
い
て
は
、
杉
村
前
掲
書

九
頁
以
下
参
照
。

第
一
章

基
本
法
に
於
け
る
行
政
裁
判
上
の
出
訴
事
項

に
関
す
る
概
括
条
項
の
採
用
と
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
包
括
的
権
限

北法34(3-4・186)642

統
治
行
為
論
は
、
裁
判
所
が
国
家
権
力
の
行
為
に
対
す
る
一
般
的
な
審
査
権

を
持
つ
法
制
度
の
下
で
、
そ
の
審
査
権
を
制
限
し
そ
れ
に
例
外
を
作
る
も
の
と

し
て
主
張
さ
れ
て
初
め
て
、
そ
の
本
来
の
姿
と
し
て
現
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
、
西
ド
イ
ツ
の
統
治
行
為
論
も
、

第
二
次
大
戦
後
西
側
占
領
下
の
各
地
域
で
行
政
訴
訟
事
項
の
概
括
主
義
が
採
用

さ
れ
、
そ
の
後
こ
の
概
括
主
義
が
基
本
法
一
九
条
四
項
と
し
て
憲
法
上
の
保
障

を
う
け
、
ま
た
包
括
的
権
限
を
も
っ
連
邦
憲
法
裁
判
所
も
設
位
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
現
実
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
で
は
、
統
治
行
為
と
し
て
司
法
審
査
に
服
さ
な
い
と
考

え
ら
れ
る
国
家
行
為
に
関
す
る
事
件
は
、
こ
れ
を
民
事
・
刑
事
・
行
政
事
件
と

し
て
司
法
裁
判
所
で
あ
る
各
審
級
の
裁
判
所
が
審
査
し
、
最
終
的
に
は
、
上
告

審
と
し
て
の
最
高
裁
判
所
が
そ
の
問
題
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、

統
治
行
為
論
の
問
題
を
論
ず
る
場
合
、
各
裁
判
所
レ
ベ
ル
で
適
用
さ
れ
る
法
理

が
異
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
は
、
一
括
し
て
論
じ
ら
れ
る
。
し
か

し
、
西
ド
イ
ツ
で
は
、
憲
法
裁
判
所
と
他
の
裁
判
所
と
は
全
く
性
格
の
異
な
る



裁
判
所
と
考
え
ら
れ
て
お
り
そ
れ
に
対
応
し
て
、
管
轄
や
、
そ
こ
で
許
さ
れ
る

訴
訟
の
訴
訟
要
件
な
ど
の
点
で
相
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
統
治
行
為
の
問
題

も
、
こ
れ
ら
各
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
ご
と
に
一
応
分
け
て
論
じ
ら
れ
る
。
従
っ

て
、
部
分
的
に
は
、
本
稿
の
結
論
を
先
取
り
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
西
ド
イ
ツ

の
統
治
行
為
論
を
論
ず
る
前
提
と
し
て
こ
こ
で
、
統
治
行
為
論
に
関
係
す
る
限

り
で
の
西
ド
イ
ツ
の
裁
判
制
度
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

西ドイツに於ける行政裁判権レベノレでの統治行為 (1)

基
本
法
は
、
そ
の
一
九
条
四
項
一
・
二
段
に
於
い
て
「
何
人
も
、
公
権
力
に

よ
っ
て
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
出
訴
の
途
が
与
え
ら
れ
る
。
他
の

『
裁
判
所
の
』
管
轄
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
通
常
裁
判
所
へ
の
出

訴
の
途
が
与
え
ら
れ
る
よ
と
規
定
し
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
法
上
の
出
訴
事
項
の

列
挙
主
義
に
代
っ
て
概
括
主
義
を
採
用
し
た
こ
と
を
憲
法
上
確
認
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
こ
の
}
九
条
四
項
の
意
味
で
の
出
訴
の
途
と
は
、
単
に
行
政
裁
判
所

へ
の
出
訴
の
途
の
み
な
ら
ず
、
通
常
裁
判
所
、
労
働
裁
判
所
、
財
政
裁
判
所
、

社
会
裁
判
所
へ
の
出
訴
の
途
を
も
含
む
も
の
で
あ
り
、
自
ら
の
権
利
を
公
権
力

に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
行
為
の
行
為
形
式
及
び
そ
れ
の
属
す
る
法

領
域
の
如
何
に
よ
っ
て
上
述
の
裁
判
所
の
一
つ
に
出
訴
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

一
匁
通
常
裁
判
所
へ
の
出
訴
は
、
た
と
え
ば
行
政
裁
判
所
出
町

O
条
二
項
が
規

定
す
る
よ
う
に
、
法
律
で
明
示
的
に
許
さ
れ
て
い
る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が、

1
基
本
法
一
九
条
四
項
二
段
に
従
っ
て
|
公
法
上
の
争
い
が
あ
り
、
そ
れ

に
つ
い
て
他
の
裁
判
所
が
管
轄
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
も
(
即
ち
、
補
完

的
に
)
許
さ
れ
幻
v

こ
の
よ
う
に
し
て
、
「
基
本
法
一
九
条
四
項
は
、
公
権
力
の

介
入
に
よ
る
個
人
の
法
領
域
の
佼
害
を
可
能
な
限
り
欠
け
る
こ
と
な
く
効
果
的

に
裁
判
所
が
保
護
す
る
こ
と
を
保
障
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

公
権
力
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
一
害
に
関
す
る
訴
訟
を
取
り
扱
う
の
は
、
こ

れ
ら
の
裁
判
権
の
う
ち
主
と
し
て
行
政
裁
判
権
で
あ
れ

rで
、
こ
こ
で
叙
述
を

行
政
裁
判
権
に
限
定
す
る
と
、
こ
の
一
九
条
四
市
引
を
こ
の
領
域
で
具
体
化
し
て

い
る
の
が
行
政
裁
判
所
法
四

O
条
一
項
で
あ
り
、
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
規
定

し
て
い
る
。

「
行
政
法
上
の
出
訴
の
途
は
、
そ
の
争
訟
(
の
管
轄
)
が
連
邦
法
律
に
よ
っ

て
他
の
裁
判
所
に
明
示
的
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
限
り
に
於
い
て
、
非
憲
法
的

種
類
の
す
べ
て
の
公
法
上
の
争
訟
に
つ
い
て
与
え
ら
れ
て
い
る
。
:
:
:
」

こ
こ
で
、
「
連
邦
法
律
に
よ
っ
て
他
の
裁
判
所
に
明
示
的
に
与
え
ら
れ
て
い
」

る
争
訟
に
は
、
「
憲
法
的
種
類
の
:
・
:
公
法
上
の
争
訟
」
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら

れ
て
い
一
匁
そ
う
だ
と
す
る
と
こ
の
「
非
憲
法
的
種
類
の
:
・
公
法
上
の
争
訟
」

と
い
う
文
言
は
一
見
し
て
重
複
に
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
こ

の
文
言
が
な
け
れ
ば
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
一
一
一
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
以
外
の

他
の
憲
法
上
の
争
訟
が
行
政
裁
判
所
の
管
較
に
服
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う

の
で
、
そ
の
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
こ
の
文
言
は
必
要
な
の
で
あ
る
。
結
局
、

全
体
と
し
て
こ
の
規
定
は
、
H

憲
法
的
種
類
の
公
法
上
の
争
訟
u

と

H

非
憲
法

:¥ti，去34(3-4・187)643
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的
種
類
の
公
法
上
の
争
訟
H

と
を
区
別
し
、
後
者
を
そ
れ
が
他
の
裁
判
所
の
管

轄
と
さ
れ
て
い
な
い
限
り
で
行
政
裁
判
所
の
管
轄
と
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
管
轄
に
つ
い
て
は
列
挙
主
義
が
と

ら
れ
て
い
る
が
、
基
本
法
(
よ
り
具
体
的
に
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
一
三
条
)

に
よ
っ
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
査
に
服
す
る
と
さ
れ
て
い
る
事
件
は
、
そ
れ

が
す
べ
て
こ
の
行
政
裁
判
所
法
四
O
条
一
項
の
意
味
で
の
憲
法
的
種
類
の
公
法

上
の
争
訟
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
基
本
法
九
三
条

一
項
四
号
の
「
連
邦
と
ラ
ン
ト
の
聞
の
他
の
公
法
上
の
争
訟
」
の
よ
う
に
、
法

律
(
こ
こ
で
は
基
本
法
)
に
よ
っ
て
明
示
的
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
与
え
ら
れ

た
争
訟
で
あ
り
な
が
ら
窓
法
的
種
類
の
公
法
上
の
争
訟
で
は
な
い
と
さ
れ
る
も

の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
行
政
裁
判
所
法
四

O
条
一
項
を
解
釈
す

る
場
合
、

w
R
出
品
法
的
種
類
の
公
法
上
の
争
訟
u

を
実
質
的
に
定
義
す
る
こ
と
が

〈

H
X
G

必
要
と
な
る
。
憲
法
上
の
争
訟
と
は
、
ま
ず
、
実
質
的
意
味
で
の
憲
法
に
関
す

る
争
訟
で
あ
る
。
こ
の
実
質
的
意
味
で
の
憲
法
と
は
、
た
と
え
ば
、
「
政
治
的

基
本
原
則
に
法
秩
序
と
し
て
の
通
用
カ
を
与
え
、
ま
た
政
治
的
な
構
造
や
機
構

そ
し
て
制
度
を
作
り
出
し
ま
た
秩
序
づ
け
、
そ
し
て
ま
た
、
政
治
的
行
為
の
た
め

の
憲
法
準
則
を
定
め
る
そ
う
い
う
す
べ
て
の
法
規
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
は
具

体
的
に
は
、
形
式
的
意
味
で
の
憲
法
と
し
て
の
基
本
法
及
び
、
そ
れ
を
補
充
す
る

実
質
的
意
味
で
の
憲
法
規
範
で
あ
る
政
党
法
・
連
邦
選
挙
法
・
連
邦
大
臣
法
・

裁
判
官
選
出
法
・
憲
法
務
機
関
の
職
務
規
則
(
た
と
え
ば
、
連
邦
議
会
・
参
議

院
の
議
院
規
則
)
な
ど
を
さ
す
。
憲
法
上
の
争
訟
は
、
こ
の
よ
う
に
、
実
質
的

憲
法
(
そ
の
内
容
・
解
釈
・
適
用
)
に
関
す
る
争
訟
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
、
ま
ず
、
争
訟
の
対
象
と
い
う
観
点
か
ら
限
定
づ
け
ら
れ
る
が
、
更
に
、

争
訟
の
主
体
と
い
う
側
面
か
ら
も
限
定
を
う
け
穏
な
ぜ
な
ら
、
今
日
で
は
憲

法
は
す
べ
て
の
法
関
係
を
規
律
し
て
い
る
の
で
、
対
象
に
つ
い
て
の
限
定
だ
け

で
は
、
憲
法
規
範
の
解
釈
に
つ
い
て
の
す
べ
て
の
争
い
が
憲
法
上
の
争
訟
と
い

う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
限
定
は
、
た
と
え
ば
「
憲
法
上

北法34(3-4・188)644

の
争
訟
に
は
、
実
質
的
憲
法
か
ら
直
接
権
利
を
与
え
ら
れ
ま
た
義
務
を
負
う
法

主
体
が
関
与
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
窓
法
上
の
争
訟
は
対
等
な
関
係
の

レ
ベ
ル
で
の
み
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
市
民
と
国
家
の
聞
で
は
生
じ
え

な
い
」
と
い
う
ふ
う
に
な
さ
れ
る
。
こ
の
立
場
に
立
て
ば
、
滋
法
異
議
は
、
真

正
の
憲
法
上
の
争
訟
で
は
あ
り
え
な
い
。
こ
れ
は
判
例
の
立
場
で
あ
る
が
、
他

方
、
学
説
は
一
般
に
憲
法
異
議
を
憲
法
上
の
争
訟
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
呂
田
口
日
は
、
「
憲
法
上
の
争
訟
に
は
少
く
と
も
争
い
の
一
方
の
側
に

憲
法
上
資
格
を
与
え
ら
れ
た
権
利
の
担
い
手
が
登
場
す
る
。
憲
法
上
の
法
規
範

に
関
す
る
私
人
間
の
争
い
(
即
ち
、
両
当
事
者
が
私
人
で
あ
る
争
い
|
筆
者
〉
は

確
か
に
憲
法
上
の
争
訟
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
憲
法
異
議
の
制
度
が
一
示
す
よ

う
に
、
序
列
上
同
位
の
レ
ベ
ル
で
の
み
憲
法
訴
訟
が
生
じ
う
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
」
と
一
言
っ
て
お
り
、
ま
た
、

ω仲
間
吋
ロ
も
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
憲
法
上
当
事
者
能
力
を
持
つ
主
体
と
し
て
は
、
単
に
、
国
家
意
思
を
形
成
す
る



政
治
的
主
要
機
関
ハ
出

2
3
gお
自
由
)
1た
と
え
ば
政
府
、
議
会
、
政
党
、
会

派
、
議
員
ー
だ
け
で
は
な
く
、
:
:
:
(
実
質
的
)
憲
法
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
法

的
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
主
体
も
問
題
に
な
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
主
体

は
、
そ
の
よ
う
な
法
的
地
位
に
よ
っ
て
憲
法
上
の
法
関
係
の
権
利
〈
ま
た
は
、

義
務
)
者
で
あ
り
う
る
。
更
に
、

i
憲
法
が
ど
の
よ
う
に
形
成
し
て
い
る
か
に

よ
っ
て

l
議
会
の
少
数
派
、
選
挙
人
団
あ
る
い
は
そ
の
一
部
(
国
民
請
願
の
場

合
)
、
市
町
村
ハ
の
四
日
目
宮
内
田
町
)
、
教
会
が
当
事
者
適
格
を
持
つ
主
体
に
な
り
う

る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
常
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
主
体
が

西ドイツに於ける行政裁判権レベルで、の統治行為 (1)

憲
法
上
の
権
利
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
権
利
が
こ
れ
ら
の
主
体
に
よ

っ
て
直
接
的
に
ま
さ
に
憲
法
上
の
法
関
係
の
担
い
手
と
し
て
、
即
ち
憲
法
領
域

に
関
与
す
る
者
と
し
て
、
保
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、

個
人
は
、
彼
が
公
権
力
に
対
し
て
基
本
権
に
依
拠
し
、
ま
た
そ
の
た
め
の
よ
り

低
次
の
出
訴
の
途
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
主
体
に
含
ま
れ

な
い
が
、
し
か
し
、
そ
う
い
う
場
合
で
は
な
く
て
、
個
人
が
彼
の
基
本
権
に
基

づ
く
憲
法
上
の
地
位
を
直
接
憲
法
上
の
意
思
形
成
に
関
与
す
る
者
と
し
て
主
張

す
る
場
合
ー
そ
の
場
合
そ
れ
が
い
わ
ゆ
る
民
衆
訴
訟
の
方
法
に
よ
る
か
憲
法
異

議
に
よ
る
か
を
間
わ
な
い

l
に
の
み
、
こ
れ
ら
の
主
体
に
含
ま
れ
る
。
」

学
説
は
こ
の
よ
う
な
立
紘
一
ド
た
っ
て
極
め
て
広
く
憲
法
争
訟
性
を
認
め
て
い

る
一
句
他
方
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
こ
れ
ま
で
、
単
に
機
関
争
訟
、
抽
象
的
規

範
審
査
そ
し
て
具
体
的
規
範
審
査
だ
け
に
つ
い
て
そ
れ
ら
が
憲
法
上
の
争
訟
で

〈

n】

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
結
局
、
行
政
裁
判
所
が
審
査
権
を
持
つ
非
害
山
法
的
種
類
の

公
法
上
の
争
訟
と
は
、
行
政
法
、
国
際
法
、
教
会
法
に
属
す
る
法
律
関
係
に
関

す
る
争
訟
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
一
明
と
は
い
え
、
た
と
え
ば
外
国
人
が

西
ド
イ
ツ
の
公
権
力
に
よ
っ
て
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
な
ど
の
よ
う
に
、

西
ド
イ
ツ
の
公
権
力
と
個
人
(
外
国
人
も
一
九
条
四
項
の
「
何
人
」
に
含
ま
れ

る
)
の
権
利
に
関
す
る
争
訟
で
あ
っ
て
、
一
九
条
四
項
の
保
護
を
受
け
る
場
合

は
別
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
国
際
法
に
基
づ
い
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
国
際

法
上
の
争
訟
は
行
政
裁
判
所
の
審
査
に
は
服
さ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
内
法
に

関
す
る
事
件
だ
け
を
行
政
裁
判
権
は
そ
の
対
象
と
す
る
か
ら
で
あ
弱
ま
た
教

会
法
に
関
す
る
事
件
に
つ
い
て
も
、
宗
教
団
体
の
内
部
的
な
、
も
っ
ぱ
ら
信
仰

問
題
に
関
す
る
領
域
に
は
、
行
政
裁
判
所
の
審
査
権
は
及
ば
ず
、
そ
の
よ
う
な

内
部
問
題
で
は
な
く
公
権
力
の
行
使
と
考
え
ら
れ
る
問
題
|
た
と
え
ば
教
会
に

よ
る
埋
葬
の
拒
否
|
に
の
み
行
政
裁
判
所
の
出
訴
の
途
は
閲
か
れ
て
い
る
と
さ

(
お
)

れ
る
。

憲
法
裁
判
権
に
つ
い
て
も
言
及
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
統
治
行
為
と
さ
れ
う
る
高
度
に
政
治
的
な
国
家
行
為
は
憲
法
裁
判
権
に
於

い
て
も
審
査
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
行
政
裁
判
権
に
於
け
る
そ
の
よ
う
な
行
為
の
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こ
こ
で
更
に
、

取
り
扱
い
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ
れ
故
、
憲
法
裁
判
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所
の
権
限
及
び
高
度
に
政
治
的
行
為
が
憲
法
裁
判
権
の
訴
訟
手
段
に
於
い
て
ど

の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
の
一
定
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
は
、
本

稿
の
目
的
で
あ
る
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
の
統
治
行
為
論
の
検
討
に
と
っ
て
不

可
欠
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

憲
法
上
の
争
訟
に
つ
い
て
の
憲
法
裁
判
所
の
権
限
に
は
列
挙
主
義
が
採
ら
れ

て
い
る
。
即
ち
、
憲
法
が
規
定
し
て
い
る
事
件
に
つ
い
て
の
み
憲
法
裁
判
所
は
権

限
を
持
つ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
そ
れ
を
連
邦
憲
法
裁
判
栴

r
つ
い
て
見
て
み

る
と
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
の
カ
タ
ロ
グ
は
こ
れ
を
基
本
法
九
三
条
が
定

め
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
一
項
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
査
権
の
対
象
と
な

る
事
件
を
個
別
的
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限

と
さ
れ
て
い
る
の
は
機
関
争
訟
の
審
査
権
で
あ
る
。
か
つ
て
ワ
イ
マ

I
ル
憲
法

に
於
い
て
は
連
邦
と
ラ
ン
ト
問
及
び
ラ
ン
ト
相
互
間
の
機
関
争
訟
に
つ
い
て
の

決
定
だ
け
が
ラ
イ
ヒ
国
事
裁
判
所
の
権
限
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
基
本

法
で
は
そ
れ
ら
の
権
限
会
一
号
)
の
他
に
連
邦
の
最
高
機
関
の
聞
の
争
訟
も
連

邦
憲
法
裁
判
所
に
於
い
て
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
一
号
)
。
ま
た
、
そ
の

他
に
も

J
二
号
の
争
訟
に
該
当
し
な
い
連
邦
と
ラ
ン
ト
の
公
法
上
の
争
訟
H

も

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
(
四
号
)
が
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
連
邦

〈犯
d

制
か
ら
生
ず
る
権
利
関
係
の
欠
け
る
こ
と
の
な
い
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
。

九
三
条
一
項
は
、
そ
の
二
号
で
抽
象
的
規
範
審
査
を
、
ま
た
四

a
・
四
b
号

で
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
・
市
町
村
の
憲
法
異
議
を
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
そ
の
権

限
と
し
て
与
え
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
は
こ
れ
ら
の
萄
件
に
留

北法34(3-4・190)646

そ
れ
以
外
に
も
基
本
法
が
他
の
条
項
で
規
定
し
て
い
る
権
限
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
を
包
括
的
に
述
べ
て
い
る
の
が
五
号
の
「
こ
の
基
本
法
に
規
定

ま
ら
ず
、

さ
れ
た
他
の
場
合
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
五
号
に
あ
た
る
権

限
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
基
本
権
の
喪
失
の
言
渡
し
ハ
一
八
条
)
、
政

党
の
禁
止
(
一
二
条
)
、
選
挙
審
査
(
四
一
条
)
、
連
邦
大
統
領
と
連
邦
の
(
場

合
に
よ
っ
て
は
、
ラ
ン
ト
の
)
裁
判
官
の
訴
追
手
続
(
六
一
条
・
九
八
条
〉
、

ラ
ン
ト
内
部
の
憲
法
争
訟

(
九
九
条
〉
、

具
体
的
規
範
審
査

(一

O
O
条
一

項
〉
、
あ
る
国
際
法
の
原
則
が
連
邦
法
の
構
成
部
分
な
の
か
ど
う
か
及
び
そ
れ

が
個
人
に
権
利
義
務
を
生
ず
る
の
か
ど
う
か
の
決
定
(
規
範
説
明

H
Z
2
5
1

〈
巾
ミ
宗
主
O
ロ
、
一

O
O条
二
項
〉
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
や
他
の
ラ
ン
ト
議
活
裁

判
所
の
基
本
法
解
釈
と
異
な
る
解
釈
を
し
よ
う
と
す
る
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
の

提
訴
に
基
づ
く
基
本
法
解
釈
(
規
範
解
釈
手
続

H
Z
2
B
E
Z
3
2
g
z
o
g

〈叩吋『回目同吋巾口、

あ
る
法
が
連
邦
法
と
し
て
の
効
力
を
持
っ

か
ど
う
か
の
決
定
(
規
範
資
格
づ
け
手
続

H
Z
2
B吉
田
毘
宗
主
芯
ロ

2
2
l

p
宵

g、
一
二
六
条
〉
。
九
三
条
は
更
に
そ
の
二
項
で
、
以
上
の
一
項
の
権
限
以

一
O
O条
三
項
〉
、

外
の
権
限
の
法
律
に
よ
る
拡
大
の
可
能
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
規

定
に
基
づ
い
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
た
権
限
は
、
個
人
や
市
町
村
に

よ
る
憲
法
異
議
だ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
権
限
も
一
九
六
八
年
の
基
本
法
改

正
の
際
に
上
述
の
よ
う
に
九
三
条
一
項
四

a
・
四
b
号
と
し
て
基
本
法
自
体
の



中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
に
つ
い
て
は
確
か
に
列
挙
主
義
が
と
ら
れ
て
い
る

が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
に
そ
の
権
限
は
極
め
て
包
括
的
な
の
で
、
「
殆
ど
す
べ

て
の
憲
法
上
の
争
訟
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
於
い
て
審
査
さ
れ
う
混
と
言
わ

れ
る
。
た
だ
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
、
基
本
法
九

五
条
に
規
定
さ
れ
た
他
の
裁
判
所
の
上
に
位
置
し
こ
れ
ら
の
裁
判
所
に
係
属
し

た
事
件
を
更
に
最
終
審
と
し
て
審
査
す
る
上
告
裁
判
所
で
あ
る
の
で
は
な
く
、

西ドイツに於ける行政裁判権レベルで‘の統治行為 (1)

こ
れ
ら
の
裁
判
所
の
外
に
あ
っ
て
憲
法
の
解
釈
・
適
用
に
関
す
る
問
題
だ
け
を

審
査
す
る
特
別
の
裁
判
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
裁
判
制
度
が
と
ら
れ
て
い
る
西
ド
イ
ツ
に
於
い

て
政
治
的
に
重
要
な
国
家
行
為
に
つ
い
て
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
場
合
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
形
で
統
治
行
為
論
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

現
在
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
「
公
権
力
の
行
使
」
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
に

対
す
る
訴
を
取
り
扱
う
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
の
統
治
行
為
論
は
、
あ
る
事
件

が
行
政
裁
判
権
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
基
本
法
三
九
条
四
項
)
上
の
要
件
で

あ
る
、
「
個
人
が
」
直
接
「
公
権
力
に
よ
っ
て
」
「
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
」
と

い
う
要
件
を
満
た
す
に
も
拘
わ
ら
ず
公
権
力
の
行
使
と
し
て
の
一
定
の
国
家
行

為
が
そ
の
政
治
的
重
要
性
の
故
に
裁
判
所
の
審
査
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
か
ど
う

か
、
と
い
う
問
題
と
し
て
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
理
論
を
否
定
す
る
見
解
に
よ
れ

ば
、
政
治
的
重
要
性
の
如
何
に
拘
わ
ら
ず
す
べ
て
の
公
権
力
の
行
使
は
上
述
の

要
件
を
満
た
す
限
り
行
政
裁
判
所
の
審
査
に
服
し
そ
の
実
体
判
断
を
う
け
る

(
た
だ
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
生
じ
る
結
果
の
均
衡
を
と
る
た
め
、
そ
の
実
体
審

査
の
際
に
は
執
行
・
立
法
権
の
裁
量
の
範
闘
を
広
く
認
め
る
べ
き
だ
、
と
い
う

司
法
の
自
己
抑
制
が
説
か
れ
る
)
と
さ
れ
、
他
方
、
肯
定
説
は
、
高
度
に
政
治

的
国
家
行
為
は
そ
れ
が
こ
れ
ら
の
要
件
を
満
た
す
か
否
か
に
拘
ら
ず
最
初
か
ら

裁
判
所
の
審
査
に
服
さ
な
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
憲
法
裁
判
権

の
レ
ベ
ル
で
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

即
ち
、
行
政
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
問
題
と
な
る
の
は
、
執
行
権
に
よ
っ
て
公
権

力
の
行
使
と
し
て
な
さ
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
措
置
に
つ
い
て

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
憲
法
異
議
の
訴
え
に
基
づ
い
て
審
査
す
る
。
と
こ
ろ

で
、
行
政
裁
判
権
に
よ
る
個
人
の
権
利
保
護
を
規
定
す
る
基
本
法
一
九
条
四
項

の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
そ
れ
が
財
政
行
為
、
執
行
権

2
U
何
回
再
三
庁
間
〉
の

法
定
立
行
為
、
そ
し
て
議
会
の
立
法
な
ど
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
に
対
す
る

〔
羽
)

保
護
を
も
含
む
も
の
な
の
か
ど
う
か
争
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
憲
法
裁
判

所
の
憲
法
異
議
を
審
査
す
る
権
限
に
つ
い
て
は
、
こ
の
権
限
が
執
行
権
及
び
立
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法
権
(
そ
し
て
更
に
は
裁
判
権
)
に
よ
る
個
人
(
法
人
を
含
む
)
の
基
本
権
侵

害
す
べ
て
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
ー
そ
の
場
合
、
訴
え
が
基
本
法
及
び
連
邦

容
器
裁
判
所
法
の
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る

l
こ
と
が
学
説
・
判
例
上
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
泌
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か
ら
、
そ
れ
ら
の
争
点
に
つ
い
て
い
か
な
る
立
場
を
と
る
に
せ
よ
、
結
局
、
連

邦
憲
法
裁
判
権
レ
ベ
ル
で
は
、
行
政
裁
判
権
に
於
い
て
問
題
と
な
る
公
権
力
の

行
使
は
原
則
と
し

q
fベ
て
(
こ
の
憲
法
異
議
手
続
に
よ
る
)
連
邦
憲
法
裁
判

所
の
審
査
に
服
す
る
こ
と
に
な

h
釦
高
度
に
政
治
的
国
家
行
為
に
つ
い
て
そ
れ

が
統
治
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
行
政
裁
判
所
の
審
査
権
が
排
除
さ
れ

る
こ
と
を
た
と
え
認
め
る
と
し
て
も
、
(
基
本
法
及
び
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
明

文
で
認
め
る
上
述
の
憲
法
異
議
制
度
の
存
在
に
も
、
拘
わ
ら
ず
)
そ
の
国
家
行

為
が
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
審
査
権
か
ら
除
か
れ
る
と
い
う
連
邦
憲
法
裁
判
権
レ

ベ
ル
で
の
統
治
行
為
と
い
う
も
の
を
も
認
め
な
い
限
り
は
そ
の
国
家
行
為
は
最

終
的
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
統
治
行
為
論
は
、
本
来
、
単
に
行
政
裁
判
権
の
レ
ベ
ル

に
留
ま
ら
ず
(
連
邦
)
憲
法
裁
判
権
の
レ
ベ
ル
と
連
動
し
て
主
張
さ
れ
て
初
め

て
そ
の
目
的
を
達
す
る
の
で
あ
る
。
学
説
に
於
け
る
統
治
行
為
論
肯
定
説
は
こ

の
こ
と
に
対
応
し
て
そ
の
一
部
は
そ
の
主
張
を
明
確
に
憲
法
裁
判
権
レ
ベ
ル
に

ま
で
及
ぼ
し
て
い
る
が
、
一
般
に
は
、
統
治
行
為
論
の
問
題
は
、

l
こ
の
よ
う

な
実
質
論
は
前
面
に
出
ず
に
|
単
に
理
論
的
な
問
題
と
し
て
、
主
と
し
て
行
政

裁
判
権
レ
ベ
ル
で
論
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
西
ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
が
こ

の
問
題
を
ど
う
扱
っ
た
の
か
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

(
1
)
ω
n
v
g広
マ
回
目
巳
σ片円四己¥同日刊一
P
開。
B
5
2呂田円

N
C
S

回目

F
印・〉口同日・・

5
8・
ω・
ω豆
町
・

の
吋
ロ
ロ
仏
間
中

(
2
)

〈
四
円
唱
曲

-Zロ岡田岡町片山門伊丹田
O
Eロロロ
m
J『
O
B
N
H・
H-H申
出
0
・
こ
れ
は
、

連
邦
法
律
で
あ
り
、
ま
た
、
我
が
国
で
も
行
政
裁
判
所
法
と
訳
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
(
た
と
え
ば
、
南
博
方
編
・
注
釈
行
政
事
件
訴
訟
法
、
一

九
七
六
年
、
四

O
六
頁
)

O

他
方
、
こ
の
規
定
が
成
立
す
る
以
前
に
ア
メ

リ
カ
占
領
地
域
で
施
行
さ
れ
て
い
た
行
政
裁
判
所
に
関
す
る
各
ヲ
ソ
ト
の

軍
政
府
の
法
律
が
〈

R
当
包
苫
口
問
的
問

R
W克
明
的
冊
目
刊
誌
と
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
と
現
行
の
も
の
と
を
訳
語
で
は
区
別
せ
ず
、
共

に
行
政
裁
判
所
法
と
訳
し
た
。

(
3
)

こ
の
「
他
の
裁
判
所
」
に
は
、
憲
法
裁
判
所
も
含
ま
れ
る
(
ロ
ロ
H

1

5

・

認
さ
ー
ロ

N¥ロ
ロ
ロ
問
¥
回
目
円

NCm¥ωnFox-

。Eロ向日開
2
2
N
関
0
5
8叩ロ仲間円

(
(
以
下
、
富
¥
巴
¥
国

¥ω
と
引
用
)
)
〉
2
・

E
H〈
・
河
内
回
ロ
吋

-
E・)。

ハ
4
〉

ω口
F
S
Eマ
∞
-
m
F
R白ロ¥同】冊目
p
目・白・

0
・
wω
・
ω斗印・

(
5
)

開

σ
a・・

ω・
ω吋串・

(
6
)

ロ
ロ
ユ

m-
冨
¥
ロ
¥
出

¥ω
・
〉
ユ

-
E
H〈
・
河
内
田
口
円
-AFN-

(
7
)

閃・

ω芯『
P
〈
民
話
回

-
Eロ
m田沼円
O
N
冊
目
印
ロ
丘
町

H
M
g
E巾H
H
M

四
百
品
目
円

。
同
町
ロ
己

HnF円巾
n
z
z
n
y目
ロ
〉
円
σ
m
F
A
F・〉
E---g吋
∞
(
以
下
、
〈
四
円
若
田
-
-

Z
ロ関田℃円
O
N
叩
お
と
引
用
。
)
a
ω
-
M
∞・

(
8
)

開

σ仏・

(
9
)

基
本
法
は
、
ワ
イ
マ

l
ル
憲
法
下
で
争
い
の
あ
っ
た
窓
法
争
訟
(
〈

2
・

内
出
血
田
口
口
問
回
目
同
円
四
日
昨
日
間
宮
山
伊
丹
叩
ロ
)
と
い
う
言
葉
を
こ
こ
で
は
注
意
深
く
避
け

て
い
る
。
〈
間
同
・
白
ロ
ロ
伊
豆
白
ロ
ロ
N
-

冨
¥
り
¥
出

¥ω
・
〉
ユ
・

8
口、・

HN円凶同弓・

叩・

(印
)

m

u
・
司

g
s
-
o
N
N
P
〈
四
円
同
目
印
凹
ロ
ロ
問
的
℃
円
。
N四
回
印
ロ
白
】
四
回
M
H
1
0
u
-
2
5
5

内回
2
1
0再
開
ロ
己
山
口
}
回
目
ロ
〉
円
四
】
m
F
H由叶由・

ω・∞
ω・
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
他
の

北法34(3-4・192)648



西ドイツに於ける行政裁判権レベノレで‘の統治行為 (1)

公
法
上
の
争
訟
」
と
は
、
M
M

基
本
法
九
三
条
一
項
三
号
に
既
に
含
ま
れ
て
い

る
も
の
で
は
な
い
公
法
上
の
争
訟
、
即
ち
連
邦
と
ラ

γ
ト
の
憲
法
上
の
も

の
で
は
な
い
権
利
・
義
務
に
関
す
る
争
訟
μ

の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ

の
基
本
法
九
三
条
一
項
四
号
の
争
訟
を
憲
法
上
の
争
訟
と
み
る
見
解
に
つ

い
て
は
、
注
明
ω
参
照
。

〈

U

)

ζ

の
よ
う
な
実
質
的
な
憲
法
的
種
類
の
公
法
上
の
争
訟
は
、
行
政
裁
判

所
法
の
解
釈
の
レ
ベ
ル
で
は
、
「
真
正
の
憲
法
争
訟

(mnyg
〈
白
『

pm-

田口

HMmg可
巴
巴

m
r
m
L
S
S
3
8吋
P
〈
四
つ

5
x
c口
問
昌

g
Nゆ
hwwω
・
ωcu

∞
〈
巾
司
君
。

-uoJ〉
Egwmw・
ω呂
町
)
」
と
か
或
い
は
、
単
に
「
憲
法
上
の

争
訟
(
〈

2
p
g
zロ岡田門
RFEnymω
可
巳
巴

m
w
a
z
s
a
g円
P
〈

R
-

毛
色
宮
口
問
阿
国
間

MEN冊。・

ω・
ω。
・
)
」
と
か
呼
ば
れ
、
ま
た
、
基
本
法
レ
ベ
ル

で
は
、
基
本
法
が
そ
の
一

O
O
条
一
項
と
九
九
条
で
〈
白
吋

p
gロ
ロ
問
中

凹
門
司
四
日
門
戸
ぬ
}
内
包
芯
ロ
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
こ
と
及
び
ワ
イ
マ
l
ル
憲
法
以

来
の
論
争
を
反
映
し
て
、
「
憲
法
争
訟
(
〈

2
P回目ロロ
m
g可
m-Emr色丹・

0ロ
)
(
戸

ω
5
5・
回
。
ロ
ロ
刊
吋
関

0
5
5伺ロ
g
F
N
-
w
g吋
ヴ
・
・
(
(
沼
田
)
)
噌

〉

2
・
u
p
何
色
ロ
円
-
H
N
R・
)
」
と
か
或
い
は
、
よ
り
厳
密
に
「
実
質
的
意
味

で
の
憲
法
争
訟
〔
〈
由
江
田
師
団
ロ
ロ
岡
田
印
可
巳
巴
肉
付
四
日

Z
ロ

宮

自

己

2
Uロ
g

ω吉
ロ
開
)
(
云

E
ロ
N
-
Z
¥ロ
¥
国

¥ω
・
〉

3
・
8
・河内同ロ円
-
P
)
」
と
か
呼
ば
れ

た
り
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
同
じ
事
柄
を
示
す
概
念
だ
と
考
え
て

よ
い
Q

も
ち
ろ
ん
、
各
論
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
概
念
に
含
め
る
内
容
等
に

差
異
は
あ
る
が
。

(
ロ
)
こ
の
行
政
裁
判
所
法
四

O
条
一
項
の
解
釈
の
み
な
ら
ず
基
本
法
の
規
定

の
解
釈
に
と
っ
て
も
、
(
実
質
的
)
憲
法
争
訟
の
概
念
が
い
か
に
定
義
さ

れ
る
か
は
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
ず
、
基
本
法
九
三
条
二
項
に
つ
い
て

問
題
に
な
る
o

そ
こ
で
は
連
邦
法
律
に
よ
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限
の

拡
大
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
文
言
上
は
そ
の
拡
大
に
は
何
ら
の

制
限
も
な
い
。
し
か
し
、
憲
法
上
定
め
ら
れ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
権
限

が
通
常
の
法
律
に
よ
っ
て
無
制
限
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
許
き
れ
な
い
と

考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
拡
大
の
可
能
性
に
は
当
然
何
ら
か
の
限
界
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
一
つ
の
限
定
の
試
み
と
し
て
、
た
と
え
ば
、

「
実
質
的
な
憲
法
争
訟
及
び
そ
れ
と
同
順
位
の
問
題
だ
け
が
二
項
に
基
づ

い
て
連
邦
裁
判
所
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
富
山
口
口
♂
冨
¥
む
¥

出

¥ω
・
〉
ユ
-
U
一
戸
列
島
ロ
吋
・
臼
・
)
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ

う
な
立
場
に
と
っ
て
は
、
(
実
質
的
)
憲
法
争
訟
の
概
念
内
容
が
こ
の
二
項

の
解
釈
を
左
右
す
る
こ
と
に
な
る
。
九
三
条
に
関
連
し
た
「
憲
法
争
訟
」

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
国
・

ω
n
y
a
t凹印巾一昨
-
N
己円

N
ロ
丘
町
ロ
門
出
向
付
色
丹
己
目
的

∞
ロ
ロ
内
回
目
印
〈
叩
H

・
同
回
目
印
ロ
ロ
肉
回
開
巾
門
戸
口
}
戸
仲
田
己
凶
〉
ユ
-
申

hw
〉
σ回
-
H
Z円-
A
F

の
の
-

M
り

g
g
n
yユ
同
仲
宗
門
の
・
窓
口
口
四
ア

E
8・
参
照
。
基
本
法
が
そ
の
一

O

O
条
一
項
及
び
九
九
条
で
白
ら
「
憲
法
争
訟
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い

る
こ
と
は
前
述
(
校
日
〉
し
た
。
そ
の
う
ち
一

O
O
条
一
項
の
憲
法
争
訟

に
つ
い
て
は
そ
れ
が
全
く
戸
一
般
的
に

H
憲
法
争
訟
に
つ
い
て
稼
限
を
持
つ

ラ
ン
ト
の
裁
判
所
(
即
ち
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所

γ
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
の
で
、
そ
こ
で
は
憲
法
争
訟
の
定
義
如
何
に
よ
る
解
釈
問
題
は
生
じ
な

い
が
、
他
方
、
九
九
条
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ラ
ン
ト
が
そ
の
法
律
に
よ
っ
て

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
裁
判
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
憲
法
争
訟
の
範
囲
の
確

定
の
際
に
、
こ
の
憲
法
争
訟
の
概
念
内
容
が
や
は
り
問
題
と
な
る
。
詳
し

く
は

ω芯
コ
f

切
。
ロ
ロ
叩
円
問
。

B
自
由
ロ

g
♂
〉
ユ

-S"
河内凶ロ吋
-
H
O
R
-

参

照。
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研究ノート

(
臼
)
冨
白
ロ
ロ
N
w

回・白・

0
・
・
問
。
ロ
吋
-
h
f
〈

m
r
g
R
P
白・白・

0
・

同町同・

(
M
)

呂
田
口
口
N
-

国・目・

0
・
・
河
内
回
口
円
・
品
e

(
お
)
し
か
も
こ
の
場
合
、
実
質
的
態
法
に
関
す
る
争
訟
は
、
単
に
前
提
問
題

で
あ
る
の
で
は
な
く
、
争
訟
の
核
心
を
な
す
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
ω
Z吋
P
〈
巾
司
君
曲
目
苫
口
問
凹
℃

g
N叩
句

"
ω
-
S・)。

(
時

)
ω
仲
間
吋
口
、
回
。
ロ
ロ
巾
円
一
同

O
B
g
mロ
同
国
司
、
〉
ユ

-gwHNaロ
吋
・
同
町
民
-
u

富
山
口
ロ
♂

国
-
白
・
。
・
・
岡
山
内
凶
ロ
吋
-
h
p

・

〈ロ〉

ω同巾円
H
M

・
〈

2.4g-ZDm曲目】円。
NEw-ω
・
N
由
戸
し
か
し
、
厳
密
に
言
え

ば
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

ω丹
市
司
ロ
自
身
は
こ
の
立
場
よ
り
広
い
解
釈
を
と

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ぐ
肉
戸
∞
仲
町
『
P
切
C
ロロ巾
H
1

問
。

5
8
2
M
g♂
〉
え
・

申由・河内同ロ吋・
H
∞・

(
叩
叩
)
回
〈
m
H
1
4

喝
の
-Uα
〈
冨
叶
A
Y
ω

・
2
司同・

(
凹
)
宮
即
ロ
ロ

N
L・白・
0
・・

HNE吋・品・

(却

)
ω
丹市コ
Y

回
・
国
・
。
・
・
河
内
同
ロ
吋
-

H

∞・

(
幻
)
学
説
上
の
細
部
の
点
に
於
け
る
対
立
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

ω
Zコ
f

田・

国
-
。

--MEロ円・

Z
R
参
照
。

(
担
)
主
と
し
て
通
説
に
沿
っ
て
脅
か
れ
た
と
さ
れ
る

ω芯
円
ロ
・
〈
巾
円

HE--

Z
ロ間印刷肖・
0
N
m
a・
ω
-
H
Z・
ω。
は
、
憲
法
上
の
争
訟
を
次
の
よ
う
に
例
示

し
て
い
る
。

ー
最
高
の
国
家
機
関
相
互
の
問
、
憲
法
に
於
い
て
固
有
の
権
利
を
与
え
ら

れ
た
関
係
機
関
(
∞
丘
四
日
ロ

mgu
た
と
え
ば
政
党
)
相
互
の
問
、
連
邦

と
ラ
ン
ト
の
問
そ
し
て
相
異
な
る
ラ
ン
ト
問
の
憲
法
の
解
釈
・
適
用
に

関
す
る
見
解
の
相
兵
(
基
本
法
九
三
条
一
項
一
・
三
・
四
号
)

問。ロ円・

-
議
会
に
よ
る
選
挙
審
査
(
た
と
え
ば
、
基
本
法
四
一
条
二
項
)

|
大
臣
訴
追
(
バ
イ
エ
ル

γ
憲
法
五
九
条
)

ー
議
員
資
格
の
喪
失
に
関
す
る
決
定
(
基
本
法
四
一
条
二
項
)

-
一
定
の
選
挙
人
グ
ル
ー
プ
の
排
除
(
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
一
五
条
二
項
)

ー
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
の
市
町
村
規
則
(
の
伺
虫
色
ロ
・

円

r
w
O
円
仏
ロ
ロ
ロ
四
)
二
ハ
条
に
基
づ
く
市
町
村
合
併
の
際
の
市
町
村
の
意
見

の
聴
取

ー
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ

l
レ
ン
憲
法
六
八
条
に
基
づ
く
国
民

請
願
の
認
否
か
ら
生
ず
る
争
い

(
幻
)
呂
田
口
口
N
-

冨
¥
ロ
¥
出
¥
ω
"
〉
ユ

-
S
L
Zロ吋
-

H

・

(但

)
ω
同
2
1
p
p
目
・
。
.
、

ω・
ω戸
時
・

(
お
)
開
ぴ
品
・

(
M
m
)

開

σa・

(
幻
)
本
穏
で
は
迷
邦
憲
法
裁
判
権
に
叙
述
を
限
定
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ラ

ン
ト
の
憲
法
裁
判
権
は
一
フ
ン
ト
憲
法
に
関
す
る
事
件
に
於
い
て
問
題
と
な

る
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
係
で
は
、
そ
れ
に
つ
い
て

言
及
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
お
)
こ
こ
で
の
「
憲
法
上
の
争
訟
」
と
は
、
富
白
ロ
ロ
N
-

冨
¥
巴
¥
出

¥ω
・
〉
三
且

8
・
同
門
日
ロ
吋
・
品
の
意
味
で
の
突
質
的
意
味
で
の
窓
法
争
訟
と
形
式
的
意
味

で
の
憲
法
争
訟
の
両
方
を
含
む
。
そ
れ
は
即
ち
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
管

轄
と
さ
れ
て
い
る
争
訟
と
い
う
こ
と
と
一
致
す
る
。

(
却
)
こ
の
迷
邦
憲
法
裁
判
権
に
つ
い
て
詳
し
く
は
.
た
と
え
ば
司

ggZN-

自
前
掲
書
参
照
。

(
初
)
司
刊
忠
弘
O
N
N
P

目・国・

0
・・

ω・∞
ω
・

北法34(3-4・194)650



西ドイツに於ける行政裁判権レベノレで、の統治行為 (1)

(
況
)
へ
レ
ン
・
ヒ
l
ム
ゼ

1
の
憲
法
会
議
に
於
い
て
作
成
さ
れ
た
基
本
法
草

案
に
は
、
そ
の
九
八
条
九
号
で
憲
法
異
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憲
法
裁
判
権
の
レ
ベ
ル
で
は
、
こ
れ
と
向
じ
問
題
が
む
し
ろ
法
と
政
治

の
関
係
と
か
憲
法
裁
判
権
の
限
界
と
か
い
う
名
の
下
に
論
じ
ら
れ
た
。
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